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消防署消防署 みなさんへみなさんへ御代田 から

問い合わせ先  佐久広域連合消防本部  御代田消防署  （32）0119  ※お掛け間違いにご注意ください。
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※戸籍の窓は、届出者から了解を得て掲載しています。
※世帯主名、区名は住⺠票に基づいています。

●人口16,767人（前月比 −13）男8,311人　女8,456人
●世帯数7,995世帯（前月比 −11） （7月1日現在）

戸 籍 の 窓
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『休むヒント。』
群像編集部／編
出版： 講談社

『ブロックでなんでもつくる!
ビルダーの頭の中』
三井淳平／著
出版：偕成社

『夏への扉』
ロバート・A・ハインライン／著

小尾芙佐／訳
出版：早川書房

『先生、感想文、
書けません!』

山本悦子/作
佐藤真紀子/絵
出版：童心社
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災害への備え　～家庭でできること～
　大地震や豪雨などの⾃然災害は、いつ起こるかわかりません。しかし、災害による被害は、私達の日ごろの備
えによって減らすことが可能です。
　「⾃分にできること」「家族でできること」などについて考え、災害に備えましょう。
　今回は、家庭で取り組むことができる主な災害対策についてお話します。

警戒レベルは、
災害発⽣の危険度が⾼くなるほど

数字が大きくなります。

〇警戒レベル３発令
　高齢の方や障がいのある方など避難に時
間のかかる方やその⽀援者の方は危険な場
所から避難し、それ以外の人も、普段の行
動を見合わせたり避難の準備をしたり、危
険を感じたら自主的に避難しましょう。

〇警戒レベル４発令
　対象となる地域住民の方々は危険な場所
から全員避難しましょう。

重要なポイント

③警戒レベルについて

①避難場所・避難経路の確認
災害が起きたときにあわてず避難するため、町のホームページなどから防災マップやハザードマップを入手

し、避難場所、避難経路を事前に確認しておきましょう。また、家族が別々の場所にいるときに災害が発生し
た場合、お互いの安否確認ができるよう、集合場所や安否確認の方法を事前に話し合っておきましょう。

②食料・飲料の備蓄、非常持ち出しバックの準備
ライフラインが止まった場合に備

え、普段から飲料水や保存の効く食
料、生活必需品などを備蓄しておき
ましょう。また、非常時に持ち出す
べき物をあらかじめリュックサック
に詰め、すぐに持ち出せるようにし
ておきましょう。

以上はあくまでも一例です。本当に必要なものは何なのか、日ごろか
ら家族の中で話し合うとともに、自主防災の意識を大切に日々過ごして
いきましょう！

非常用持ち出しバッグの内容
□懐中電灯　　□着替え、タオル　□ライター・マッチ　□救急薬品
□携帯ラジオやワンセグ携帯　□貴重品　□非常用食料　□水

普通救命講習Ⅰのご案内
　消防署では、⼼肺蘇生法やAEDの使い方、応急手当の方法を習得していただけるよう、住民の皆さまや事
業所等を対象に救命講習会を開催しております。あなたの「大切な人の命を守る」ため、救命講習会を受講し
ましょう。（受講料は無料）
●日時　9月8日（日）　午前9時〜 12時　●開催場所　御代田消防署　●定員　20名
※受講の申し込みは開催日の１ヶ月前からです。ご不明な点は下記までご相談下さい。
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